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  The phosphorus metabolism of the prostatic fluid wasstudied with the aid of  32P as a 
radioactive tracer, especially regarding to the hormonal influence on it as well as the 
the amount of secretion. 
   1)  32P uptake of total P and acid soluble P reached their maximum level in six 
hours. On the other hand, the specific radioactivity and turn-over rate of lipid P and 
nucleic acid P showed their maximum level in 24 hours after a gradual rise. 
   2) Androgen promoted  3213 uptake of each fraction and producedthe high level of 
specific radioactivity of lipid P. 
   3) Estrogen decreased the secretory amount of the prostatic fluid but did not no-
ticeabley suppressed  32P uptake. 
   4) ACTH and gonadotropic hormone increased the secretory amount. 
   5) Adrenocortical hormone gave no influence on the amount of fluid but slightly 
activated  32P uptake. 
   6) Excretion of intravenously administered  32P showed a ratio of 1 : 4 in feces and 
urine, therefore, most part of it was eliminated from urine. Methylandrostenediol r














用いて尿路を変更 し経尿道的にその 分 泌 液 を
採取 し,実験に供 して幾多の業績を残 して い
る4)5).









第 ユ節 実 験 材料
1.実 験 動物:体 重9～15kgの 雄 性 成 熟犬 を使 用
した.
2.使 用 ホル モ ソ剤:男 性 ホ ル モ ン と してEnarm-
on水 性 懸濁 液,EnarmonDepot,女性 ホル モ ンは
Hexron,下垂 体,副 腎 ホル モ ン と してACTH,Cor-
tisone,及び 血 清性 々腺刺 激 ホル モ ン のSerotropin,
蛋 白 同化 ホ ルモ ソ としてMegabion(以上 帝臓)を 夫
々背 部皮 下 に注 射 した.
3.放 射 性燐=放 射 性第2燐 酸 ソー ダ溶 液 を0,1N
苛 性 ソー ダ液でpH7.0に 補 正 し,用 に 臨み 生 理 的食
塩 水 で所 要濃 度 に 稀釈 使 用 した.
4.放 射 能測 定 器 具 ・ 計数 器 は神 戸 工 業製 のGei-
ger-MUIIer測定 器 で,試 料皿 はEA32型 を 用 い た.



























余燐(蛋 白燐+核 酸燐)の 測定に供した。
6.燐 定量法=上 述の如 くして得た総燐 酸可 溶性








各 分 屑1cc当 りの31P(1ng)量
とし又 交替 率(Turn-overRate)は
簾 鵬 §会・… として算肌 た・
9.ホ ル モ ン使 用 量 及 び 使 用 方 法
1.正 常犬
1)32P静 脈 注 射 に よ る前 立 腺分 泌液 中 の時間 的分
布.
2)男 性 ホル モ ン 投 与群.
Enarmon10mg7日 間 連 続 投 与
3)蛋 白 同化 ホル モン投 与 群
MethylAndrostenedio110mg10日間投 与
4)男 女 ホル モ ン 混 合投 与 群(各7日 間)
Enarmon10mg十HexronO.5mg(20:1)
Enarmon10mg十Hexro112.emg(5:1)















男性 ホ ル モ ン投 与 群
EnarmonDepot100mg術直 後 投 与
Enarmon10mg7日 間 除 聖 後3日 目投 与
Enarmon10mg7日 間 除 睾 後10日目投 与
2)混 合 ホ ル モ ン とし てBothermonDepotを,
又 男 女 ホ ル モ ン混 合 比(20:1),(5:1)を 夫 々
7日 間,術 後1週 間 目よ り投 与 した.
第2章 実 験
第1節 燐 量(31P+32P)に及ぼ す 影 響
第1表 ～第9表 に 示 す 如 くEnarmon,Hexron(5
:1)混 合 投 与 群(表5)とCortisone25mg30日
投与 群(表7)は 対 照 群 に 比 し幾 分 低 値 を 示 し,個 体
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第1表 対 照 群
909
湯 瀦 燐 分 劃 燐 量(mg)平 均値 カ ウン ト数/分/cc 平均値 比放射能 交 替 率
酸可溶性 リソ
リポイドリソ
3時間 残 余 リ ン






















6時間 残,余 リ ン
























12時間 残 余 リ ン
























24時間 残 余 リ ソ






















酸可溶性 リン 0.078・"0.085 0,082 85…99 91 1098 63.1
リポ イ ド リン 0.012…0.018 O,016 68…84 75 4688 269.6
48時間 残 余 リ ン 0.036…0.040 O,038 60…79 68 1789 102.9
無 機 リ ン 0,042・'・0.0490,046 75"●86 80 1739
総 リ ソ 0,175…0.184 0,179 138'●175 163 911
第2表M.A,D.投 与 群





































































































































































































































酸可溶性 リン 0.088…0.092 0,090 279'●'333 306 3400
48時間
リポ イ ド リン 0.OI6…0.020 0,018 201●"265 225 1250
残 余 リ ソ 0.035鱒。0.038 0,037 101・.●130 122 3297
総 リ ソ 0,145 476…544 502 3462
第4表 エ ナ ル モ ン ヘ キ ス ロン(20:1)混 合 投 与 群





























































































酸可溶性 リン 0.084'●つ,089 0,087 185…218 205 2356
リポ イ ド リソ 0.015'●●0,Ol9 0,Ol7 105'●138 123 7233
48時間
残 余 リ ソ 0.033…0.036 0,034 68…105 89 2618
総 リ ン 0,138 332・・●372 349 2529
912 大野一前立腺分泌液に関する研究






















































































































































































































































































































































































































































































酸可溶性 リン 0.083・●・0,088 0,0861%-1m104 1209
48時間
リポ イ ド リン 0.011"●0,013 o.0121106…120
」
1工3 9417
残 余 リ ン 0.021。韓0.027 0,025 63…76 70 2800


































リポ イ ド リン























リポ イ ド リン























リポ イ ド リン





















酸可溶性 リン 0.068'●。0,091 0,078 150鱒'223 192 2462
リポ イ ド リソ 0.016'○'0,026 0,022 101の鱒138 120 5455
48時間
残 余 リ ソ 0,024,●0,036 0,030 98…116 107 3567
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EnarmonDepQt100m9 402 280 67 58 3.3
Enarmon10mg 204 122 『 140!2・5
同 上 50 32 } 一i1 .o
BothermonDepot 324 212 40 一2 .8
男 女 ホ20:110日間7日 180 1251一 4811.5
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上述 の如 く著者 は各種 ホルモ ン剤 を負荷 した
際の雄性熟犬 にTracerと してs2Pを使用 し,
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前立腺分泌液 中の燐 各分劃 に於け る32P摂取量
及び課尿中 め32P排泄量乃至 蓄積量 を測定 す る
事によ り,該 ホル モソの燐 代謝に及ぼす影 響を
検討し併せ て分泌液量 を測定 した.
文献 を顧 みる と1863年Eckhardg)は犬 の膀
胱頸部を結紮 し電気 的に刺激 して前 立腺分泌液
を採取 し,Farrelli。)も色 々技術 を改 良 し短期
の実験 に供 した.そ の後Huggins11)等は前立
腺分泌液 を長期間 に亘 つて研究す るために前立
腺を膀胱 よ り分離 し,膀 胱 に カニユー レを設置
して尿路 を変更 し前 立腺分 泌液 を経尿道 的に採
取す る方法 を とつた.
前立腺分 泌液採取 につ いてHuggins等は塩
酸 ピPtカルビン6mgを 静注 し60分間 の採取 を
Standardstimulationとしてい る.私 の実験
に於て塩酸 ピ ロカル ピン6mg静 注で は実験動
物の疲 幣が著 し く,死 亡例或 いは短命 のものが
多いので投与量 を1mgと し60分間 の分泌液 を
採取 した.従 つて分泌液量 はHugginsの報告
してい る正常分 泌液量 よ り少 い量で あつ た.
同一犬 の頻 回刺激 に よる前 立腺分泌疲労試験
はHuggins,道中12)が報 告 し,そ れ によ ると
ピロカルピンに よる刺激 回数 が増 す毎 に分泌液
は減少 し分泌 機能の低下 が うかがわれ るとして
いる.
前立腺液 の化学的組成 に関 してはHuggins,
Eicherberger,Whartoni3),Johnson14),
Scott15),Gutman&Gutmani6)等の記1載が
あるが.犬 のピ ロカル ピン刺激 時におけ る前立
腺分 泌液 の電解質 は335mmEq/1でNa,K,
Ca等 を多 く含み,陰 イオ ンとして はC1,CO2
P等 が,又 蛋 白質 は1gm%以 下で あると し,
道中姻は性 ホルモ ン剤負荷時 の蛋白質の変動 を
ポーラ ログ ラフ的に観察 して いる.Berg,Hu-
ggins,Hodges17〕,Masina3)は酸 フt一ス フア
ターゼを測定 し104単位,ア ル カ リフオス フア
ターゼは2。25単位 で あつた としてい る.
32Pの体内分布 は投与 法に よつ て差異 が あ り,
Hevesyis),Cohn&』Greenbergi9).Low-
Beer20)等の報告が あるが,私 は静脈 注射 に よ
つ た.燐 は活発 な代謝を営む元素 であ りこの追
跡子試験で は48時間以内の32Pの動 きに重 点を
923
お いて実験 した.
前立腺分 泌液 におけ る32P摂取量 は総燐,酸
溶性燐 においては6時 聞値 でピー クに達 し急激
に減少 し24時間以後安定 を保つ ている.リ ポ イ
ド燐は24時間 まで漸増 してお り,残 余燐(核 酸
燐 と見倣 され てい る)は12時間迄測定不能であ
つたが12時間以後は70count前 後測定 出来
た.即 ち リポ イ ド燐,残 余燐 の比放射 能,交 替
率 が24時間値に於て最高値を示す事は32P投与
後,24時間前後で盛 んに代謝 利用 され てい るも
の と考 えられ る。
この事はHevesy2vによれば32Pの 静脈注
射 を行つた場合,速 やか に血中か ら消失 し細胞
間液 に移行,更 に組織細胞の燐 と交換 し組織細
胞 で リポイ ド燐及び核酸燐に合成 され ると云 う
考 えにあてはま る.
一力分泌液 が前立腺 の代謝産物 であると考え
れ ば既 に リポ イ ド燐 は3時 間で,核 酸燐は12時
間で32Pを検 出す る ことが出来たか ら前立腺分
泌液 は少 くとも12時間以内 に生成 され るもの と
推定 出来 る.
静脈内 に注射 され た32Pの体内 えの排泄 は尿
及 び尿 で測定 したがその比率 は10:2.34でその
大 部分 は尿 中に排泄 され てい るのを認 めた.
MA.D.投 与群:古 くより男性 ホル モンに蛋
白同化作 用のあ ることが認 め られ てい るが,蛋
白同化 ホル モン と云 う独立 した概念はMethyl
androstenedio1合成 以後の ことであ る22).尿
中窒素 の排泄 が減少す ることは生体 内で蛋 白合
成 を促進 し,ア ミノ酸 の分 解を抑制 す る結果 だ
と考 え られてい る.一 方M.A.D・ の電解 質作
用についてはNaの 蓄積作 用があ り,K,P,












投与群 は蛋白同化 の傾向が認め られ,Gordon
等26)が去勢 ラツテにつ いての実験でM・A・D。
は挙肛筋 を肥大 させ,methyltestosterone
は副性器 を肥大せ しめた と云 うその両者の特異
作用 を裏付 けてい ると云 えよう
Testosterone投与群:Moore27),Steina-
ch28)は超歯類 の副性器 の発育は主 として男性
ホルモ ソによ り支配 されて いるとし,Andro-
gen投与 による去勢 ラツテの副性器 の重量増加
はAndrogenの生物 学的検定 の指標 として慣
用され ている.
Huggins,Barron29)はAndrogenが前立
腺上皮細胞の大 きさを増 し分泌液量 を増加 させ
ると述べ,Fleischmann30・31・32),安藤等 は去勢
マ ウスについて精 糞はAndrogenの影響下 で
燐代謝 の充進 を証明 してい る.小 林33)はラツテ
に於 てAlldrogen投与に よ り副性器 の32P摂
取量 は重量変化に先行 し,3時 間又 は3時 間以
内が最高 であ り6時 問 以後低下す るが安定 を保
つていると述べてい る.
著老 の実験では男性 ホルモン投与 で前立腺分
泌液 は増量 し対照群 を上廻つ ているが左程著明
でなかつた.し か し32P摂取量 は各分屑各時間
値共に他群 に比 し著明 な高値を示 し,リ ポ イ ド
燐,残 余燐 も6時 間値 で既に最高値 に近 い値 を
示 してい る,又 比放射能 も他群 に比 し有 意の差
をもつて高値 を示 した.こ の事は前立腺組 織内
に於け るAndrogen影響下 の燐代謝 の充進 が
考え られ る.
男女ホル モン混合投与群:去 勢犬にAndro-
genを投与す ると静止 していた前立腺分 泌を誘
発 し35・36・37,・Estrogenは正常犬 のそれ を抑制
す るとHugginsが報告 して以来,幾 多 の業績
が追加 されたが,男 女 ホル モンを混合投与 した
時,Estrogenの影響が現われ て来 る最少量 は
O.3mgであ り,1～5mg投 与では分泌は抑制 さ
れ,前 立腺上皮は剥離,萎 縮変化 を起す 又
Testosterone10mgに対 しEstrogenO.5
mg毎 日投与はPlateauに達す ると述べて い
る1:,Saundersas)はTestosteronepropi_
onateとEsteroneとを組 合せて注射す ると
精嚢 に対 す る作用 は常 に増 強 され る.前 立腺腹
葉 に対 してはTestosterollepropiollateは明
瞭 な刺 激作用 を及 ぼすがEsteroneは無効 であ
りTestosteronePropionateとEsterone
を組合 せて もTestosterollepropionateのみ
投与 した時 と余 り変 らない と記載 している.そ
の他男女 ホル モンの混合比 についてはCastillo
&Pinto40),Gesichikter4i).'tNewman42,,
Katzmann43).安藤等23)の報告 が ある.
著 者はEllarmon10mgに 対 しHexron
の夫 々0.5mg及 び2mg投 与 群を比較検討し
て見 た.分 泌液量 は男女 ホルモ ン20:1投与群
ではEnarmon単 独投与 群に比 し低値 を示 し,
対照群 と余 り著 差が ない.し か し5:1投 与群
では20:1投 与群 の1/2量に も達 して いなかつ
た.之 はHexronの 絶対量 が多 く,前 立腺分
泌能 の抑制 されて いるもの と考え られ る.
32P摂取量 に於 いて も20:1投 与群は各分屑
共 に5:1投 与群 よ り高 値 を示 し,特 に リポ
イ ド燐 で有 意の差が あつ た.し か し各 分 屑 共
Hexron投与で32P摂取量 に著 明な抑制効果は
認 め られ ない.20:1投 与 群 の32P摂取態度 の
推移 はEnarman投 与群 のそれ に相似 し て い
る.両 者 の比 較で リポ イ ド燐 の比放射能は有意
の差が あ り,之 はEnarmon投 与群 との比較
に も通 じAndrogenは リポ イ ド燐の代謝に促
進的 であ る様 に考 えられ る.
Cortisone投与 群:副 腎 につ いて女性 ホル モ
ンが欠乏すれ ば副 腎は縮小 し男性 ホルモンが欠
如すれば副腎 はむ しろ増大す る事 は男性 ホルモ
ンは副腎 に阻止的 に働 いてい るもの と考 え られ
る44・45・46・47・48》.HugginsによればDesoxy-
co「t圭coste「oneacetateの投与 は前立腺分泌
機能 には変化 な く男性 ホル モンとの拮抗性,下
垂 体抑 制効果 を認 めてい ない.
著者 の実験成績 では分 泌液量 は対照群 に比し
著 しい差は なかつ た.32P摂 取量は各分眉共対
照群 に比 し高値 を示 してい る.酸 溶性燐に於 て
30日投与 群は12時間値 が一旦 減少 していた リポ
イ ド燐 の32P摂取量 が稽 高値 を示 してい る.
ACrH投 与群:Gemze11&Samue149)は











































著者の実験成績では 去 勢 術 後,Enarmon
925
depotの投与 に よる各分屑 の32P摂 取量並 び
に分 泌液量は対照群に比 し,有 意の差を認 めず
前立腺の機能を保持 してい るもの と思われ る.
去勢後3日 目Enarmon投 与 を開始 した実験
では既に著 しい低下を示 し,10日後 では分泌液
1cc前後,32P摂取量 も50カウン ト前後 で更に




的研究 には両 ホル モンの 混合 比,Estrogen




添加 して投与す ると前立腺 の増大 を来す ことを
認めて いる.こ の発情ホルモン と男性 ホル モン
の同時投与が去勢 した雄性動物 の萎縮 した前立
腺や精 嚢腺の恢復 に対 し協 力作用 を示す ことは
一般に認あ られてい るが この両種 ホルモソの協
力作 用に最適 のが どれ位であ るか未 だ定説が な
い.Huggins11》に よれぽ分泌液量 に つ い て
Testosteronepropionate10mg,Estrogen
O。4mgでPlateauを起 し,そ の混合比 は25:
1で あつた と記載 してい る.
前 立腺分泌 液の32P摂取量 につ いて検討 した
著者の実験は20:1投 与群では対照群 に比 し中
等度の低下を来 し,5:1投 与群 では分泌液の
計量が 出来ず,32P摂 取量 は測定不 能 で あ つ










面 リポ イド燐,核 酸燐は12時間以後漸次増加す
る傾向を示 した.比 放射能,交替率は24時間で
926 大野一前立腺分泌液に関する研究
最高値を示 し,こ の両 者は12時間以後 に於 て代
謝合成が充進 して来 るものと考 えられ る.
2.M.A.D.投 与で各分層共32P摂 取量が
充進 し,核 酸燐 のそれは48時問値 も増加 の傾 向
がみ られた.
3.男 性ホルモン投与 で前立腺分 泌液は増量
す る.同 時に各分屑 の32P摂取量は充 進 し,特
に リポイ ド燐 の比放射能 は高値 を示 した.
4.女 性ホルモソ投与 による副性器抑 制効果
に於 ては分泌液量 に対す る抑制 が先 行 し,32P
摂取量では著明な抑制効果は認め ら れ な か つ
た.
5.副 腎皮質ホルモソ剤投与は前立腺分泌液
量 に対 しては著 変を及ぼ ないが32P摂取量は充
進 してい る.
6.性 腺刺激ホルモソの32P摂取量,比 放射
能に及ぼす効果は男性 ホルモソ投与群 よ りは劣
るけれ ども一般に燐代謝 の充 進を認め,ACTH
投 与群 と共に前立腺分泌液量 を増加 させ る。
7.32P尿 尿排泄 の比率 は静脈注射の場合大
凡1:4で その大部分 は尿中に排泄 され る.し
か しM.A.D.及 び男性 ホル モン投与群では体
内蓄積増加の傾 向が見 られ,Cortisone,AC-
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